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第　

回

このコーナーでは、これから研究を目指す海外の日本語

の先生方のために、日本語学・日本語教育の研究につい

て情報をおとどけしています。今回のテーマは「第二言

語習得研究－学習者一人ひとりに注目する－」です。

１．はじめに

　学習者が言語を習得していく過程はさまざまです ｡ 教

師がどれほど良い教材を準備し、教え方に工夫を凝らし

ても、結果は必ずしも教師が期待した通りではありませ

ん。教師は、「なぜ？」と疑問をいだきつつも、さらに

教材に工夫を凝らしたり、新しい教え方を求めるたりす

ることが多いのではないでしょうか。それはそれでとて

も重要なことなのですが、今回は、学習者一人ひとりの

言語習得が「なぜ異なるのか」ということを、第二言語

習得研究の視点から考えてみたいと思います。

２．第二言語習得研究：学習者への注目

　第二言語習得研究は、大きく二つに分けて考えること

ができます。一つは、言語の習得過程そのものに焦点を

当てた研究で、もう一つは、学習者および言語習得にか

かわる諸要因に焦点を当てた研究です。また、言語習得

の共通の側面と、個々の学習者によって異なる側面に、

それぞれ焦点を当てた研究と考えることもできます。

　第二言語習得研究というと、学習者言語、中間言語の

研究など、習得過程に焦点を当てたものを意味すること

のほうが多かったのですが、最近では、学習者に焦点を

当てた研究の重要性も指摘されています（Breen 2001）。

ここでは、学習者に焦点を当てた研究を参考に、言語習

得の学習者による違いを考えてみたいと思います。

　この分野の研究は、従来、個人差（ind i v i dua l  

differences）の研究として行われてきました。年齢、適

性、動機、性格といった要因と言語習得の成功との関係

を、統計的な手法を用いて、量的に行う研究が主でした。

学習ストラテジー、スタイル、ビリーフの研究も学習者

に注目した研究と考えられます。この種の研究では、学

習者へのインタビュー、アンケート、日記など、学習者

の自己申告や内省をデータとする方法が多く用いられて

います。また、近年、密な観察を行い、詳しく記述する

手法、エスノグラフィーを用いた質的な研究も行われる

ようになってきています。

３．第二言語習得にかかわる諸要因

　第二言語習得の過程には、数多くの要因が、複雑にか

かわっていると言われています。（Ellis 1994 、Brown 

2000）。 次ページ図１は、第二言語習得にかかわると考

えられる要因を「社会文化的要因」「学習者要因」「学習

環境要因」の３つの要因群に分けて、習得過程にかかわっ

ていると思われる様子を示したものです。この図は、学

習者の特性も、学習環境も社会的なコンテクスト・状況

の中にあって、社会文化的な要因の影響を受け、なおか

つ学習者特性と学習環境も相互に作用しながら習得過程

に影響を及ぼしているのではないかということを示して

います（林他 1998）。

４．学習者Ｍさんの場合

　学習者一人ひとりの習得過程にかかわる諸要因とそ

の相互作用を見ていくと、言語の習得は一人ひとり異

なって当然ではないかとも思えてきます。日本語教育に

おいても、学習者一人ひとりをできるだけ多方面からと

らえる試みが紹介されています（池上、関、八田、八木 

2000）。

 

　〈事例〉

海外で日本語を学ぶ高校生のＭさんは、テレ

ビで見る日本のアニメやドラマに熱中し、流行

のキャラクター商品などを愛用しているのです

が、日本語の授業となると、それほど熱心な学

習者というわけではありません。授業中は、ぼ

んやりとしていることが多く、参加度が低いＭ

さんに教師はとまどっています。

　この学習者Ｍさんは、日本の文化や社会への関心があ

るということで〈統合的動機〉はあるものの、高校生と

いう〈年齢〉では、将来の進路や専門に向けて真剣に頑

張ろうという〈道具的動機〉は持っていないと思われま

す。また、実際に日本へ行く機会があるかどうかもわか
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らず、日常的に日本人との接触があるわけでもない〈学

習環境〉で学んでいるわけです。学校の単位や入試は〈外

発的動機〉ではあっても、日本への興味・関心から学習

自体がおもしろく、楽しいというような〈内発的動機〉

とはなっていないようです。授業中の様子だけから見る

と、Ｍさんは動機が弱い学習者に見えてしまうかもしれ

ませんが、教室外で、自分で積極的に日本の情報を集め

ているＭさんを肯定的にとらえると、対応の仕方が少し

見えてくるのではないでしょうか。海外の中等教育の学

習者として、ひとくくりにとらえるのではなく、一人の

学習者Ｍさんを多角的に見る必要がありそうです。

　Ｍさんが興味を持つような素材を教材に取り入れるな

どの工夫や、日本の若者文化について母語で話し合って

みるといった活動を試みると、教室での日本語学習が日

本の文化や社会への関心と結びつき、学習への取り組み

方も変わってくるのではないかと思われます。学習者を

よく観察することによって、また、学習者とのやりとり

から、授業の工夫も生まれてくるのではないでしょうか。

５．まとめ

　異なる条件を持った学習者が ､ 異なる環境下で学んで

います ｡

Every learner is unique.

Every teacher is unique.

Every learner-teacher interaction is unique.  

（Brown 2000）

　「学習者は一人ひとり異なり、教師もまた一人ひとり

異なります。そして、学習者と教師のやりとりもそれぞ

れ異なっている」のです。このことを念頭に、学習者と

丁寧に向き合うことは、授業を見つめ直すよい機会とな

りそうです。そして、そこでの発見は、現場の教師にこ

そできる研究であるとも言えるでしょう。

日本語・日本語教育を研究する




